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１．タイムラインの成り立ち

◼ 住民の命を守る、さらに経済被害を最小化することを目的に、防災に係わる組織が連携し、
災害に対するそれぞれの役割や対応行動の目安をとりまとめたもの

「いつ」

タイムライン（防災行動計画）とは・・・

「誰が」

「何を」

主な災害の発生時点から
逆算した時間帯

防災機関や組織または住民

災害の発生前に行う防災行動や
被災後の対応

タイムラインを構成する３つの要素

①タイムラインとは

岡山県
ライフ
ライン
機関

バス
会社

報道
機関

鉄道
会社

住民

自治体

国土
交通省

警察

ダム管理
機関

気象庁

自衛隊

地下施設
管理者

吉井川水害タイムライン・・・37機関
旭川水害タイムライン ・・・44機関
高梁川水害タイムライン・・・41機関

タイムラインの構成機関

※各水系の構成機関一覧は、解説版で確認できます。

②タイムラインの作成経緯・目的
旭川水害タイムライン策定の経緯

◼ 旭川は最下流部で人口・資産が集中する岡山市街地を貫流している。
◼ 防災対応においては、河川管理者の情報提供や自治体の行政対応のみではなく、交通
機関や地下街管理者の混乱を避ける事前対応や止水板等の対応等、多くの防災関連機
関との連携が必要である。

◼ このため旭川の直轄区域を対象に、中国地方整備局のリーディングプロジェクトとし
て岡山市、岡山県、他防災関係機関と連携し、旭川水害タイムラインを策定した。

＜勉強会＞
第1回 近年降雨の傾向、既往洪水 （平成28年2月23日）
第2回 現地視察、リスク把握 （平成28年3月17日）

＜検討会＞
第1回 目標設定、行動項目の抽出 （平成28年7月27日）
第2回 行動項目の細分化、タイミングの確認（平成28年11月1日）
第3回 素案の検討 （平成28年12月6日）
第4回 行動内容の確認、連携先の確認 （平成29年1月17日）
第5回 図上訓練（読み合せ） （平成29年2月20日）

旭川水害タイムライン
平成29年3月完成



分類 教訓 役割

庁内の連携
不足

他部局の動きがよく分からなかったため、他部局との横断的な対応
ができなかった。

意思決定

支部内で現場から上がってきた情報の共有がうまくいかなかった。 社会基盤

関係機関の
連携不足

ダム放流情報（県）と避難情報（自治体）の連携がうまくできずに、
住民が避難しなかった。

意思決定

リエゾン派遣が後手になってしまい、県や自治体との連携不足が生
じた。

意思決定

バス会社との連携ができておらず、情報共有に時間がかかった。 住民避難

駅では、鉄道会社、自治体との取り決め等がなく、帰宅困難者の安
全確保がスムーズに実施できなかった。

住民避難

前線に伴う大雨だったため、雨域が読めなかった。上流域の自治体
との連携ができていなかったため、状況が予測できずに対応が困難
であった。

地域支援

道路通行止め情報が、道路管理者で別れていて一括してわからな
かったため、住民の問い合わせ対応が困難であった。

住民避難

参考：平成30年7月豪雨における教訓（連携面）
◼ 平成３０年７月豪雨後に実施した第9回旭川水害タイムライン検討会における出水

対応振返り結果や、高梁川水害タイムライン、吉井川水害タイムラインの作成過程
において確認した主な連携面における教訓を以下に示す。
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②タイムラインの作成経緯・目的
高梁川・吉井川水害タイムライン策定の経緯

◼ 平成30年7月豪雨では、小田川の決壊をはじめとした多くの被害により、住民の逃
げ遅れの発生や、多数の重要インフラの被災が発生した。

◼ 防災関係機関の出水対応も、各機関が個々で対応するには限界があり、様々な教
訓が明らかになった。（次頁参照）

◼ このような教訓を踏まえて、水系全体で様々な機関が連携・協力して防災・減災
対策を実施するため、全国で初めての取組みである「水系全体タイムライン」を
作成し運用しているところである。

◼ 降雨状況、河川水位、ダム放流状況、
避難情報等の防災情報のあり方

◼ 河川の上・下流の水位上昇の時間差を
踏まえた防災対応の実施

◼ 交通状況を踏まえた避難誘導等の実施

H30.7豪雨により明らかになった教訓

水系内の様々な関係機関が情報を共
有し、連携・協力して、的確な防災
対応が実現できる仕組み作りとして、

「水系全体タイムライン」を作成

高梁川水害タイムライン
令和元年6月完成

吉井川水害タイムライン
令和2年6月完成
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２．令和６年度の取組（検討会、訓練以外）

①タイムライン引き継ぎツールの周知

◼ タイムラインの概要や検討会の開催状況（検討会資料や開催概要）、引継ぎツー
ル（引継ぎチェックリスト、解説動画）、タイムラインに関する質問（Q&A）が
確認可能。⇒異動等により引き継ぎが必要な場合に活用

タイムライン特設サイト
トップページが表示
上記タブで情報を切り替え

タイムライン引継ぎツール タイムラインに関する質問検討会の開催状況

タイムラインポータルサイトか
ら特設サイトにアクセス可能

②改善したタイムライン発動条件の試行・検証（継続）

◼ タイムライン発動基準を、早期注意情報（警報級の可能性）かつ府県気象情報の
発表とし、確度が高い状況に絞ってタイムラインを発動する。

気象予警報、河川情報、水位超過、現象等の目安タイムライン
レベル 土砂災害洪水・内水

・台風：3日後に台風が高梁川流域に影響するおそれ
・前線：早期注意情報（警報級の可能性）【目安：3日後に影響】

かつ 府県気象情報の発表

レベル0-1
（3日前準

備）

・台風：2日後に台風が高梁川流域に影響するおそれ
・前線：早期注意情報（警報級の可能性）【目安：2日後に影響】

かつ 府県気象情報の発表

レベル0-2
（2日前準

備）

・早期注意情報（翌日までの警報級の可能性）【目安：1日後に影響】
かつ 府県気象情報の発表

レベル1

タイムライン発動基準の改善



③自治体版タイムラインの策定促進

◼ 自治体版タイムライン策定勉強会として、河川毎のタイムラインを活用し自治体
版タイムラインを作成した美咲町及び久米南町における自治体版タイムラインの
策定の流れを解説（R7.3.7）

水害リスク・課題・対応抽出図 中小河川の氾濫

凡例

人工改変地

扇状地

山地及び丘陵地

低地

その他

谷底平野 氾濫原

中起伏山地

小起伏山地

小起伏山地
（特に起伏の小さい地域）

丘陵地（Ⅰ）
（大起伏）

丘陵地（Ⅱ）
（小起伏）

国道

河原

地形分類図

凡例

リスク

避難場所

避難の      
・基準

H30.7の課題

全町への避難勧告だったため、
ある程度地域に分けて避難勧告
が発令できなかった。

過去には誕生寺川の
氾濫により国道が浸
水したこともある。

平成30年7月豪雨の際は、長雨だったが
短時間に大雨が降った場合、リスクが
あった。
令和元年9月の新見市での集中豪雨の場
合は、予想が難しくリスクも高い。

✓ 久米南町中央公民館を想定している。ここは、過
去にも浸水したことはない。

✓ 状況によっては、小学校、中学校への避難も検討

誕生時ため池の水位に
も注視が必要（水位計
やカメラを設置するた
めには土地改良区との
調整が必要）

洪水危険度分布に
注視が必要

久米南水位観測所の水位
（基準水位は未設定）
に注視が必要

短時間の雨量（10分15ｍｍ程
度）に注視が必要

水害リスクの把握（課題・対応の抽出）

防災行動項目の検討の様子

久米南町版タイムライン素案

④ウェビナーによるポータルサイトの活用方法の周知
◼ 令和６年度は、出水対応時におけるタイムラインの有効活用を目指し、タイムラ

インやポータルサイトに対する理解を深めるためのウェビナーを開催（令和6年7
月10日(水)、7月17日（水）)

令和６年度のウェビナーの概要

岡山河川事務所、岡山地方気象台、岡山市、
玉野市、高梁市、新見市、新庄村、真庭市、
倉敷市、和気町、矢掛町、勝央町、美咲町、
中国電力、テレビせとうち、岡山ガス

計16機関

＜開催日毎の参加機関＞

7/10(水)11：00～11：50

岡山河川事務所、岡山市、矢掛町、浅口市、
里庄町、エフエムくらしき、苫田ダム管理所

計7機関

7/17(水)11：00～11：50

岡山河川事務所、岡山県、岡山市、新見市、
西日本放送、笠岡放送、苫田ダム管理所

計7機関

7/17(水)13：00～13：50

＜参加者の意見＞

感想・意見分類

✓ 防災行動共有システムの表形式への登録において、
操作性の悪い箇所があったので、改良ができるので
あればお願いしたい。

ポータル
サイト

＜ウェビナーのポイント＞

• 検討会において詳しく説明できなかった内容を補足

• 参加者の理解度や経験に応じて参加できるよう実施

• 少人数で気軽に疑問点や不明点を質問できるよう、3回開催

＜ウェビナーのコース・内容＞

主な対象者ウェビナーの内容コース

システム
未活用者

水害シナリオに沿ったタイムラ
インポータルサイト操作演習

実践

＜ウェビナーの様子＞
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②台風第10号：出水概要

出典：令和6年台風第10号による大雨、暴風及び突風（気象庁）
令和6年8月26日から9月1日にかけての台風第10号による大雨について（大阪管区気象台）

◼ 岡山県では、8月30日夜から31日未明にかけて台風第10号が接近し、鏡野町雨量
観測所（富）では、時間最大雨量18.5mmのやや強い雨を観測した。

時間最大雨量18.5mm

8月26日0時から9月1日24時
までの降水量は県北部を中心
に100mm以上を観測

①令和6年度における
タイムラインの運用状況

◼ 吉井川・旭川・高梁川水害タイムラインは、令和6年度に計8回発動した。

レベル※要因発動期間

１前線による大雨（早期注意情報）5.28～5.291

０ー２前線による大雨（早期注意情報）6.17～6.182

０ー２前線による大雨（早期注意情報）6.21～6.243

０ー２前線による大雨（早期注意情報）6.27～7.24

０ー２前線による大雨（早期注意情報）7.10～7.175

０ー１台風第10号の接近8.23～9.26

０ー１前線による大雨（早期注意情報）9.20～9.247

０ー２台風第21号の影響による大雨11.1～11.58

令和6年度におけるタイムラインの運用状況

※事務局からのタイムラインレベルの発信に限定

5

３．タイムライン運用実積



出典：令和6年11月1日から11月2日にかけての大雨 中国地方整備局管内の出水概況【第2報】
6

③11月1日からの大雨：出水概要

◼ 11月1日から2日までの総降水量は、富（鏡野町）で169.5mmを観測し、時間最
大雨量15.5mmのやや強い雨を観測した。

出典：令和6年11月1日から2日にかけての前線と低気圧による大雨について（広島地方気象台）
令和6年11月1日から11月2日にかけての前線や低気圧による大雨について（大阪管区気象台）



7

４．振り返りを踏まえた課題、改善策

振返りアンケート、検討会を踏まえた改善の方向性

項目 アンケート結果 今後の方針

タイムラインの理解
促進・
引き継ぎ

タイムラインの理解促進・引継ぎに
効果的だった取組として、「出水期
に向けた検討会」と「タイムライン
の解説動画」が多く挙げられた。

タイムラインに対する理解度を向上さ
せる取組を、次年度以降も継続的に実
施する。

タイムライン
発動メールの
活用状況

タイムライン発動メールを確認した
機関は、どの出水においても９割程
度と、すべての機関が確認できてい
なかった。また、メールの内容は、
主に体制確立や防災行動のきっかけ
として活用された。

タイムライン発動メールを、次年度以
降も継続的に運用する。

項目 アンケート結果 今後の方針

出水対応の課題
予測が困難となる台風・突発的な
豪雨への対応や、非出水期におけ
る出水期同様の備えが挙げられた。

次年度以降も異常気象を前提、各
機関での備えや円滑な対応に向け
たタイムラインの活用を継続する。

タイムラインの活
用状況

タイムラインを活用した機関は、
約6割となった。
活用しなかった理由としては、大
きな出水ではなかったことや自機
関の計画等による対応、他システ
ムでの対応が挙げられた。

円滑な出水対応に向けてタイムラ
インを有効活用するために、出水
期前検討会や読み合わせ訓練によ
る、タイムラインの活用方法の理
解促進を継続する。

自治体版
タイムライン

自治体版タイムラインを作成済の
自治体は、約6割にとどまった。ま
た、6自治体が勉強会の開催を希望
した。

さらなる自治体版タイムラインの
作成促進のため、勉強会を開催す
る。

項目 アンケート結果 今後の方針

システム利用状況

マルチ画面・リンク集・防災行動
共有システムの活用率は、1～4

割程度となった。

ポータルサイトの各種機能や活用
方法の周知・訓練のため、ウェビ
ナーやシステム操作演習を次年度
以降も継続的に実施する。

防災行動共有シス
テム（図形式）の
改善点

自治体や災害事象の枠色の判定基
準が分かりにくいといった意見が
一部挙げられた。

防災行動共有システム図形式の、
わかりやすさを改善

情報・防災行動の
共有の必要性

メールマークがある防災行動項目
に関する情報共有の必要性は、わ
からないとの回答が約5割となっ
た。

現在のメールマークの意図・経緯
を説明するとともに、共有すべき
情報・行動を精査し、防災行動共
有システム表形式にポップアップ
による登録喚起機能を追加

①タイムラインの運用について

②防災行動について

③防災情報、防災行動の共有 ：次頁で詳細
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防災行動共有システム表形式の改善の方向性

◼ 逃げ遅れゼロ、経済被害の最小化の観点からタイムラインの取組として共有が重
要な項目を8種類

◼ 防災行動項目の登録手間の削減や、重要防災行動の実施・共有漏れを防ぐため、
ポップアップによる登録喚起機能を構築する

共有すべき情報・行動
の確認結果

①タイムラインレベル、今後の
方針

②災害対策本部等の設置

③ダム放流通知

④内水氾濫発生状況

⑤堤防決壊、氾濫情報

⑥指定避難所の開設

⑦住民への注意喚起、避難情報

⑧道路冠水状況、道路規制情報

：他システムへの登録情報により
ポップアップが表示

9/10 20：40

◆道路冠水状況、道路規制情報

タイムラインレベル３になりま
した。道路冠水を確認した場合
や道路規制を実施している場合
は、防災行動共有システムに登
録をお願いします。

実施済

テロップ登録

9/10 20：40

◆高齢者等避難の発令

〇〇市に高齢者等避難が発
令されたことを確認し、防
災行動共有システムに登録
しました。

確認

✓ ポップアップの実施登録により、防災行動共有システムへの登録
が完了

✓ ポップアップのテロップ登録により、テロップに例文が自動表示
され、修文のうえで登録が完了

実施しない

明確なトリガーがない行動項目
は、タイムラインレベルの移行
により赤枠ポップアップ

防災行動項目の実施が、本システムで
受信できる行動は、受信したタイミン
グで青枠ポップアップ（確認のみ）

枠色を点滅させ
るなど、目立つ
工夫も実施予定

防災行動共有システム図形式の改善の方向性

◼ 以下の3点を改良し、図形式の見やすさを改善

新見市 奈義町真庭市 津山市

高梁市

井原市 矢掛町 総社市

浅口市 倉敷市 早島町

吉備中央町

西粟倉村新庄村 鏡野町

美作市美咲町 勝央町

久米南町 赤磐市 和気町

笠岡市 備前市岡山市 瀬戸内市

高梁川 吉井川旭川

タイムラインレベル3（高齢者等避難）

土砂災害危険度分布：注意

①河川の色付を
背景色に修正
（各自治体の背
景色は白に統
一）

③カーソルをあてる
と枠色の解説が表示

②自治体の避難情報
により表示するタイ
ムラインレベル3，4

は点滅表示
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５．検討会の実施概要
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６．引き継ぎ事項

吉井川・旭川・高梁川水害タイムライン　引き継ぎチェックリスト
　異動等により担当者が変更となった場合、以下のチェック項目を参考に引き継ぎをお願いします。

No チェック項目 参照資料 チェック

1
タイムラインメーリングリストの登録変

更、次期担当者への周知
※岡山河川事務所へ連絡

2 タイムラインの概要
タイムライン特設サイト

タイムライン解説動画（導入編）

3 タイムライン検討会の設置要綱 タイムライン特設サイト

4 タイムラインが想定する被害
タイムライン解説動画（導入編）

タイムライン解説版

5 タイムラインにおける各機関の役割 タイムライン解説動画（導入編）

6 タイムラインの運用方法
タイムライン解説動画（活用編）

タイムライン運用方法

7
ポータルサイト（防災行動共有システム、

マルチ画面、リンク集）の概要
ポータルサイト

8
ポータルサイト（防災行動共有システム、

マルチ画面、リンク集）の操作方法
ポータルサイト操作マニュアル

9 自機関の防災行動項目 タイムライン（詳細版、総括表）

10 他機関への情報伝達内容
タイムライン（詳細版メールマー

ク）

11
前回検討会における議論の内容、改善の方

向性等

検討会資料

タイムライン特設サイト

12

13

14

15
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URL：http://bousaikoudou.jpn.org/okayama_portal/

URL：http://bousaikoudou.jpn.org/okayama_portal/timeline_site/

http://bousaikoudou.jpn.org/okayama_portal/
http://bousaikoudou.jpn.org/okayama_portal/timeline_site/

